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経営理念
一、事務所は、中小企業経営の健全な発展と多面的な

要求の実現をめざします。
一、事務所は、納税者の権利擁護と、税制・税務行政

の民主化の運動をすすめます。
一、事務所は、所員が学問の成果に学び専門的知識を

身につけることをめざします。
一、事務所は、所員が、文化的で豊かな生活を営む拠

点となることをめざします。
一、事務所は、以上の課題を実現するため多くの人々

との協力をひろげます。
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自
社
の
経
営
と
雇
用
を
全
力
で
守
る

所　

長

竹
　
内
　
克
　
謹

よ
し

な
り

日
本
で
は
年
明
け
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
プ
リ
ン
セ
ス
号
の
寄
港
を
契
機
に

広
が
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
。
高
を
括
っ
て
い
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
広
が
り
を
見
せ
る
と
は
思
わ
ず
、

２
、
３
月
は
確
定
申
告
業
務
を
ど
う
乗
り
越
え
る
か
と
い
う
点
に
腐
心
し

て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
同
時
期
に
は
大
阪
で
も
急
速
に
感
染
者
が
増
加
し
、
事
務

所
と
し
て
も
対
応
が
迫
ら
れ
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
『
緊
急
事
態
宣

言
』
が
発
令
さ
れ
た
４
月
は
、
勤
務
時
間
の
短
縮
と
二
交
代
勤
務
。
５
月

か
ら
は
時
差
出
勤
と
テ
レ
ワ
ー
ク
の
開
始
し
、
い
わ
ゆ
る
「
３
密
」
を
回

避
し
な
が
ら
業
務
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
「
事
務
所
に
電
話
し
て
も
担
当

者
が
い
な
い
」
な
ど
関
与
先
の
皆
さ
ま
方
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ

と
を
お
詫
び
す
る
と
と
も
に
、
幸
い
事
務
所
内
で
感
染
者
を
出
す
こ
と
な

く
、
現
在
は
テ
レ
ワ
ー
ク
を
残
し
つ
つ
従
来
通
り
の
業
務
時
間
に
戻
し
て

業
務
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
ご
報
告
す
る
次
第
で
す
。

こ
の
仕
事
に
就
い
て
三
〇
有
余
年
。
２
０
２
０
年
が
こ
の
よ
う
な
年
に

な
る
と
は
思
い
も
よ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
85
年

の
円
高
不
況
か
ら
始
ま
り
、
バ
ブ
ル
の
崩
壊
、
阪
神
淡
路
大
震
災
、
97
年

の
金
融
危
機
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
、
東
日
本
大
震
災
、
熊
本
の
震
災
、

そ
れ
と
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
世
界
的
感
染
拡
大
、
と
日
本
経

済
を
揺
る
が
す
出
来
事
の
連
続
で
し
た
。
そ
う
し
た
状
況
の
中
で
も
関
与

先
を
は
じ
め
中
小
企
業
の
経
営
者
は
こ
れ
ら
と
正
面
か
ら
立
ち
向
か
い
、

困
難
を
乗
り
越
え
自
社
の
経
営
と
雇
用
を
守
り
抜
い
て
こ
ら
れ
た
こ
と
を

想
起
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

４
月
以
降
、
私
た
ち
の
事
務
所
に
は
全
関
与
先
の
う
ち
３
割
を
超
え
る

関
与
先
か
ら
緊
急
融
資
、
雇
用
調
整
助
成
金
、
持
続
化
給
付
金
、
休
業
要

請
外
支
援
金
な
ど
の
ご
相
談
を
い
た
だ
き
、
他
の
業
務
に
優
先
し
て
申
請

資
料
の
作
成
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
６
月
に
国
会
を
通
過
し
た
第
二
次

補
正
予
算
で
新
た
に
「
家
賃
支
援
給
付
金
」
の
制
度
も
導
入
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
、
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た
途
端
に
感
染
者

が
増
加
傾
向
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
短
時
日
で
は
収
ま

り
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。
長
期
戦
を
覚
悟
し
、
政
府
や
自
治
体
の
政
策
も

利
用
し
な
が
ら
こ
の
難
局
を
乗
り
切
り
、
自
社
の
経
営
と
雇
用
を
守
る
こ

と
に
専
心
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
が
地
域
、
ひ
い

て
は
日
本
経
済
を
立
て
直
す
原
動
力
と
な
る
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
に

も
私
た
ち
事
務
所
は
関
与
先
の
皆
さ
ま
方
に
対
す
る
支
援
に
全
力
を
尽
く

す
所
存
で
す
。

日本三大祭りの一つ大阪の夏祭り、天神祭は毎年、6月下旬から7月25日まで、この北浜から北の方向に少し歩いた所の大川（旧
淀川）で行われます。7月25日の本宮は、船渡御（ふなとぎょ）や、奉納花火が打ち上げられ大勢の人で賑わいます。しかし、今
年は新型コロナの感染拡大のために、神職の行事を除いてすべて取りやめられました。1千年以上の歴史を持つお祭りですが、全
面中止になるのは1974年のオイルショック以来、46年ぶりだそうです。

北浜の歴史シリーズ第6回　天神祭り

暑
中
お
見
舞
い

　
　
申
し
上
げ
ま
す

暑
中
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見
舞
い

　
　
申
し
上
げ
ま
す
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税
制
改
正
は
毎
年
、
所
得
税
だ

け
で
な
く
、
法
人
税
や
相
続
税
、

住
民
税
、
固
定
資
産
税
な
ど
多
岐

に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
紙

面
の
関
係
も
あ
り
、
所
得
税
改
正

の
う
ち
、
多
く
の
人
達
に
関
係
す

る
も
の
だ
け
に
絞
っ
て
解
説
し
ま

す
。「

給
与
所
得
控
除
額
」
の
見
直
し

今
年
か
ら
、
表
①
の
よ
う
に
変

わ
り
ま
す
。

・
控
除
額
を
一
律
10
万
円
引
き
下

げ
る
。

・
控
除
額
の
上
限
が
適
用
さ
れ
る

給
与
等
の
収
入
金
額
を
、
８
５

０
万
円
、
そ
の
上
限
額
を
１
９

５
万
円
に
引
き
下
げ
る
。

「
公
的
年
金
控
除
額
」
の
見
直
し

公
的
年
金
控
除
は
、
こ
れ
ま
で

年
金
収
入
が
増
加
し
て
も
控
除
額

に
上
限
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

高
い
年
金
を
も
ら
っ
て
い
る
人
達

や
、
年
金
以
外
に
高
額
な
他
の
所

得
の
あ
る
人
達
が
優
遇
さ
れ
て
い

る
（
日
本
全
国
で
は
た
っ
た
３
，

０
０
０
人
位
ら
し
い
）
と
い
う
こ

り
ま
す
。

・
控
除
額
を
一
律
10
万
円
引
き
下

げ
る
。

・
表
の
よ
う
に
合
計
所
得
金
額
が

２
，
４
０
０
万
円
を
超
え
る
個

人
に
つ
い
て
は
、
そ
の
合
計
所

得
金
額
に
応
じ
て
控
除
額
が
減

り
ま
す
。
そ
し
て
、
合
計
所
得

金
額
が
２
，
５
０
０
万
円
を
超

え
る
と
控

除
額
は
ゼ

ロ
に
な
り

ま
す
。

結
局
、
給

与
所
得
控
除

額
を
一
律
10

万
円
下
げ
た

も
の
で
す
か

ら
、
基
礎
控

除
額
を
同
じ

く
10
万
円
上

げ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

「
所
得
金
額
（
給
与
所
得
の
）

　
　
　
　
　

調
整
控
除
」
の
創
設

と
て
も
複
雑
な
改
正
で
す
が
、

今
年
の
年
末
調
整
や
、
来
年
の
確

定
申
告
で
必
要
に
な
り
ま
す
か

ら
、
重
要
で
す
。

先
の
給
与
所
得
控
除
額
は
、
今

回
改
正
で
、
給
与
収
入
８
５
０
万

円
を
超
え
る
と
１
９
５
万
円
で
頭

打
ち
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
年

収
８
６
０
万
円
の
人
な
ら
ば
、
給

与
所
得
控
除
額
が
11
万
円
減
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
給
与
収
入
８
５
０

万
円
を
超
え
る
人
の
う
ち
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
、
給

与
等
の
収
入
金
額
（
そ
の
給
与
等

の
収
入
金
額
が
１
，
０
０
０
万
円

を
超
え
る
場
合
に
は
、
１
，
０
０

０
万
円
）
か
ら
８
５
０
万
円
を
控

除
し
た
金
額
の
10
％
（
最
大
15
万

円
）
に
相
当
す
る
金
額
を
給
与
所

得
か
ら
控
除
し
ま
す
。

（
イ
）本
人
が
特
別
障
害
者

（
ロ
）同
一
生
計
配
偶
者（
合
計
所
得

金
額
が
48
万
円
以
下
）又
は
扶
養

親
族
が
特
別
障
害
者

（
ハ
）年
齢
23
歳
未
満
の
扶
養
親
族

あ
り

ま
た
、
給
与
所
得
控
除
後
の
給

与
等
の
金
額
と
公
的
年
金
等
に
係

る
雑
所
得
の
金
額
と
両
方
を
有
す

る
人
は
、
先
に
説
明
し
た
よ
う

に
、
両
方
の
控
除
が
一
律
10
万
円

引
き
下
げ
ら
れ
た
た
め
に
、
基
礎

控
除
が
10
万
円
上
げ
ら
れ
た
と
し

て
も
不
利
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
負
担
増
を
調
整
す
る
た

め
に
10
万
円
を
限
度
に
調
整
控
除

が
行
わ
れ
ま
す
。

「
青
色
申
告
特
別
控
除
額
」

　
　
　
　
　
　
　

   

の
改
正

こ
れ
ま
で
原
則
10
万
円
、
特
例

65
万
円
だ
っ
た
青
色
申
告
特
別
控

除
は
表
③
の
よ
う
に
変
わ
り
ま

す
。
税
務
手
続
き
の
電
子
化
を
す

す
め
る
た
め
に
、
従
来
の
65
万
円

控
除
の
要
件
に
加
え
て
、
電
子
帳

簿
に
よ
る
保
存
ま
た
は
、
電
子
申

告
の
要
件
が
加
わ
り
ま
し
た
。

「
ひ
と
り
親
控
除
」
の
創
設
と
、

「
寡
婦
控
除
」
の
内
容
変
更

令
和
２
年
の
所
得
税
改
正
の
中

で
は
大
き
な
改
正
で
す
。
未
婚
の

ひ
と
り
親
に
対
す
る
税
制
上
の
措

置
と
し
て
、
新
し
い
所
得
控
除

「
ひ
と
り
親
控
除
」
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
「
寡
婦
控
除
」
は
、

従
来
の
内
容
と
少
し
変
わ
っ
て
い

ま
す
。
「
寡
夫
控
除
」
は
「
ひ
と

り
親
控
除
」
に
吸
収
さ
せ
た
た
め

な
く
な
り
ま
し
た
。

大
変
複
雑
で
、
「
寡
婦
控
除
」

と
「
ひ
と
り
親
控
除
」
が
混
同
し

ま
す
の
で
、
表
④
に
ま
と
め
て
い

ま
す
。
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と
で
、
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま

す
。

・
控
除
額
を
一
律
10
万
円
引
き
下

げ
る
。

・
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が

１
，
０
０
０
万
円
を
超
え
る
場

合
の
控
除
額
に
、
１
９
５
万

５
，
０
０
０
円
の
上
限
を
設
け

る
。

・
こ
の
上
限
金
額
は
、
公
的
年
金

等
以
外
の
所
得
が
１
，
０
０
０

万
円
を
超
え
る
人
達
に
は
さ
ら

に
、
10
万
円
、
20
万
円
を
減
額

し
ま
す
。
（
紙
幅
の
関
係
上
、

表
は
省
略
し
ま
す
。
）

「
基
礎
控
除
」
の
見
直
し

今
年
か
ら
表
②
の
よ
う
に
変
わ

（表①）

（
表
②
）

（表③）（表④）

西
岡 

英
利

今
年（
令
和
２
年
）

か
ら
施
行
さ
れ
る

所
得
税
の
改
正



　

6
月
12
日
に
成
立
し
た
第
二
次
補
正
予
算
に
盛

込
ま
れ
た
支
援
策
を
含
め
、
主
な
も
の
を
記
載
し

ま
し
た
。
審
査
・
支
給
手
続
き
は
民
間
委
託
さ
れ

て
い
る
も
の
も
あ
り
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
申
請
さ
せ
ら
れ

る
う
え
、
わ
ず
か
な
不
備
も
機
械
的
に
は
ね
ら
れ

ま
す
。
要
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合
は
、
あ
き
ら

め
ず
に
申
請
し
ま
し
ょ
う
。

【
給
付
金・助
成
金
】

●
持
続
化
給
付
金

　

一
月
の
売
上
が
前
年
同
月
比
で
50
％
以
上
減
少
の

場
合
、
法
人
2
0
0
万
円
、
個
人
事
業
者
1
0
0
万

円
（
昨
年
1
年
間
か
ら
の
減
少
が
上
限
）
給
付
（
令

和
３
年
1
月
15
日
申
請
期
限
）

●
家
賃
支
援
給
付
金

　

テ
ナ
ン
ト
事
業
者
の
う
ち
、
中
小
企
業
、
個
人
事

業
者
等
で
、
本
年
5
月
か
ら
12
月
の
間
に
つ
ぎ
の

①
、
②
何
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
、
家
賃
月
額
に
よ

り
算
出
さ
れ
る
金
額
（
一
定
計
算
に
よ
り
ま
す
）
の

6
カ
月
分
相
当
額
を
支
給
（
詳
細
未
公
表
）

①
い
ず
れ
か
1
カ
月
の
売
上
高
が
前
年
同
月
比
で

50
％
以
上
減
少　

②
連
続
す
る
3
ヶ
月
の
売
上
高
が
前
年
同
月
比
で

30
％
以
上
減
少

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
従
事
者
慰
労
金

　

保
健
医
療
機
関
で
6
月
30
日
ま
で
に
延
べ
10
日
以

上
勤
務
し
た
者
に
つ
き
、
1
人
に
つ
き
5
万
円
支
給

（
詳
細
未
公
表
）

●
感
染
防
止
対
策
等
支
援
金

保
健
医
療
機
関
で
令
和
２
年
4
月
1
日
か
ら
令
和
３

年
3
月
31
日
の
間
に
感
染
防
止
対
策
（
詳
細
未
公

表
）
の
た
め
に
要
し
た
費
用
（
上
限
1
0
0
万
円
、

領
収
書
が
必
要
で
す
）

●
雇
用
調
整
助
成
金

　

売
上
高
5
％
以
上
減
少
で
、
従
業
員
を
休
ま
せ
、

平
均
賃
金
の
60
％
以
上
の
休
業
手
当
を
支
給
し
た
場

合
、
休
業
手
当
相
当
額
を
助
成
（
4
月
1
日
か
ら
6

月
30
日
の
休
業
は
8
月
31
日
が
申
請
期
限
）

●
小
学
校
休
業
等
対
応
助
成
金

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
応
で
小
学
校

な
ど
が
臨
時
休
業
し
た
場
合
、
自
治
体
や
保
育
所
な

ど
か
ら
利
用
を
控
え
る
よ
う
依
頼
が
あ
っ
た
場
合

（
保
護
者
の
自
主
的
な
判
断
で
休
ま
せ
た
場
合
は
対

象
外
で
す
）
に
、
保
育
の
た
め
に
休
ん
だ
者
に
通
常

賃
金
を
支
給
し
た
と
き
、
賃
金
相
当
額
を
助
成
（
2

月
27
日
か
ら
9
月
30
日
の
間
に
有
給
休
暇
に
つ
き
、
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12
月
28
日
ま
で
の
申
請
）

【
融
資
】

●
民
間
金
融
機
関
融
資

　

売
上
高
15
％
以
上
減
少
な
ら
、
保
証
料
ゼ
ロ
、
3

年
間
金
利
ゼ
ロ
（
市
町
村
で
認
定
書
を
取
得
し
保
証

協
会
の
保
証
を
受
け
ま
す
）

●
日
本
政
策
金
融
公
庫

　

一
時
的
な
業
績
悪
化
（
最
近
一
カ
月
売
上
高
5
％

以
上
減
少
）
3
年
間
金
利
を
0.9
％
引
下
げ

●
医
療
福
祉
機
構
医
療
貸
付

　

保
健
医
療
機
関
で
売
上
高
あ
る
い
は
患
者
数
5
％

以
上
減
少
の
場
合
、
5
年
間
金
利
ゼ
ロ
（
6
年
目
か

ら
0.2
％
）

【
納
税
の
猶
予
な
ど
】

●
納
税
の
猶
予

　

事
業
等
収
入
が
前
年
同
月
比
20
％
以
上
減
少
し
て

お
り
、
一
時
の
納
税
が
困
難
な
場
合
、
国
税
の
納
付

を
一
年
間
猶
予
で
き
ま
す
（
令
和
2
年
2
月
1
日
か

ら
令
和
3
年
1
月
31
日
ま
で
に
納
期
限
が
到
来
す
る

も
の
。
納
期
限
ま
で
に
申
請
）

●
固
定
資
産
税
の
軽
減

　

下
記
に
該
当
す
る
事
業
者
の
保
有
す
る
令
和
3
年

分
の
固
定
資
産
税
が
事
業
収
入
の
減
少
幅
に
応
じ
1

/
2
ま
た
は
ゼ
ロ
と
さ
れ
ま
す
。

　

令
和
2
年
2
月
か
ら
10
月
ま
で
の
任
意
の
連
続
し

た
3
ヶ
月
間
の
売
上
高
の
対
前
年
同
月
比
の
減
少
率

が
、
30
％
か
ら
50
％
未
満
の
場
合
に
は
1
/
2
軽

減
、
50
％
以
上
減
少
の
場
合
に
は
ゼ
ロ
（
令
和
3
年

1
月
31
日
ま
で
に
市
町
村
へ
申
告
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
）
。

●
厚
生
年
金
保
険
料
等
の
猶
予

　

2
月
以
降
の
任
意
の
期
間
に
お
い
て
、
事
業
等
の

収
入
が
前
年
同
月
比
2
0
％
以
上
減
少
し
て
お
り
、

一
時
の
納
税
が
困
難
な
場
合
一
年
間
の
猶
予
（
令
和

2
年
2
月
1
日
か
ら
令
和
3
年
1
月
3
1
日
ま
で
に

納
期
限
が
到
来
す
る
も
の
。
年
金
事
務
所
に
申
請
）

※
他
に
国
民
年
金
保
険
料
、
国
民
健
康
保
険
料
の
減

免
も
あ
り
ま
す
（
日
本
年
金
機
構
、
市
町
村
の
保
険

年
金
課
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
）

●
青
色
欠
損
金
の
繰
戻
し
還
付

　

資
本
金
1
億
円
超
、
10
億
円
以
下
の
法
人
も
青
色

欠
損
金
の
繰
戻
し
還
付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
令
和
2
年
2
月
1
日
か
ら
令
和
4
年
1
月
31
日

ま
で
の
間
に
終
了
す
る
事
業
年
度
に
生
じ
た
欠
損
金

に
つ
い
て
適
用

谷
田 

久
義

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

対
す
る
主
な
支
援
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８
月
に
還
暦
を
迎
え
ま
す
。
こ

れ
ま
で
大
病
を
患
う
こ
と
も
な

く
、
丈
夫
に
産
ん
で
育
て
て
く
れ

た
両
親
に
感
謝
で
す
。

新
年
号
に
「
今
年
は
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
で
暴
れ
ま
わ
っ
て
」
と
書

い
た
途
端
、
２
０
２
０
年
が
ま
さ

か
こ
ん
な
年
に
な
る
と
は
。
今
は

好
き
な
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
も
ゴ
ル
フ

も
旅
行
も
す
べ
て
封
印
。
構
想
や

計
画
を
練
る
と
い
う
作
業
に
楽
し

み
を
見
出
し
て
解
禁
に
備
え
て
い

ま
す
。

安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
よ
う

一
刻
も
早
い
ワ
ク
チ
ン
や
特
効
薬

の
開
発
を
願
っ
て
い
ま
す
。

竹
内
　
克
謹

６
月
に
久
し
ぶ
り
に
韓
国
ド
ラ

マ
を
見
ま
し
た
。
妻
が
見
て
い
る

の
を
横
目
で
見
て
い
て
、
い
つ
の

間
に
か
夢
中
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。『

梨
泰
院
ク
ラ
ス
』
と
い
う
、

飲
食
業
を
営
む
青
年
の
痛
快
な
復

讐
劇
で
す
。
『
愛
の
不
時
着
』
と

と
も
に
日
本
で
も
話
題
に
な
っ
た

の
で
、
ご
覧
に
な
っ
た
方
も
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
韓
国
ド
ラ
マ

の
中
の
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
若
者
達
を

み
る
と
、
私
が
学
生
だ
っ
た
頃

の
、
七
〇
年
代
の
韓
国
の
学
生
達

の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
朴
正

煕
軍
事
独
裁
政
権
に
反
対
す
る
当

時
の
青
年
学
生
達
の
姿
で
す
。
彼

ら
を
待
っ
て
い
た
の
は
逮
捕
、
拷

問
、
投
獄
、
放
校
、
徴
兵
。
と
て

も
暗
く
、
陰
鬱
で
、
辛
い
時
代
で

し
た
。

そ
し
て
、
当
時
、
デ
モ
隊
の
中

に
い
た
学
生
の
一
人
が
、
文
在

寅
、
現
在
の
第
19
代
韓
国
大
統
領

で
す
。
日
本
の
政
権
、
マ
ス
コ

ミ
、
右
派
「
評
論
家
」
が
、
そ

ろ
っ
て
反
韓
、
謙
韓
を
煽
り
、
文

在
寅
を
け
な
し
ま
す
が
、
政
治
家

に
対
す
る
評
価
は
「
何
を
述
べ
て

い
る
か
」
で
は
な
く
「
過
去
に
何

を
し
た
か
」
だ
と
思
い
ま
す
。

西
岡
　
英
利

花
粉
症
で
コ
ロ
ナ
以
前
か
ら
マ

ス
ク
は
手
放
せ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
よ
り
長
く
着
用
す
る
こ
と
に

な
り
、
暑
さ
に
弱
い
私
は
、
夏
を

目
前
に
憂
鬱
な
思
い
で
す
。
移
動

時
も
互
い
に
周
り
の
人
を
意
識
せ

ざ
る
を
得
ず
、
新
た
な
ス
ト
レ
ス

源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
風
邪
を
ひ

く
と
長
引
く
の
が
常
で
す
か
ら
、

万
一
感
染
し
た
場
合
の
症
状
も
気

に
な
り
ま
す
。

治
療
法
の
確
立
や
有
効
な
ワ
ク

チ
ン
等
の
開
発
は
ま
だ
先
の
よ
う

で
す
か
ら
、
気
を
緩
め
ず
感
染
防

止
に
努
め
ま
す
。

谷
田
　
久
義

約
１
年
間
の
産
休
が
終
わ
り
、８

月
下
旬
に
復
帰
と
な
り
ま
し
た
！

休
暇
を
い
た
だ
き
、皆
さ
ま
に
は

ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た

が
、 

お
陰
様
で
育
児
に
専
念
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。毎

年
夏
に
は
熱
い
お
鍋
を
必
ず
食

べ
て
い
ま
し
た
。今
年
も
熱
い
物
を
食

べ
て
暑
い
夏
を
乗
り
切
ろ
う
と
思
い

ま
す
！！

岩
本
　
厚
子

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に「
思
い
出
」と
い

う
機
能
が
あ
り
ま
す
。過
去
の
同
じ

日
を
自
動
的
に
プ
レ
イ
バッ
ク
し
て
く

れ
る
の
で
す
が
、2
年
前
の
今
日（
こ

の
原
稿
を
書
い
て
い
る
6
月
30
日
）は

35
周
年
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に
い
た

よ
う
で
、顔
が
変
わ
る
前
の
ミ
ッ
キ
ー

の
写
真
が
表
示
さ
れ
、と
て
も
懐
か

し
く
思
い
出
に
浸
り
ま
し
た
。

7
月
か
ら
再
開
さ
れ
る
こ
と
が
決

ま
り
ま
し
た
が
、新
エ
リ
ア
の
オ
ー
プ

ン
は
お
預
け
の
ま
ま
で
す
し
、入
園

者
数
の
制
限
な
ど
以
前
の
よ
う
に
楽

し
め
る
日
は
ま
だ
ま
だ
先
。ワ
ク
チ
ン

の
開
発
が
待
た
れ
ま
す
。築山

　
宣
子

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
外
出
自
粛
が
続
く
中
、家
で

の
様
々
な
欲
望
に
苛
ま
れ
な
が
ら
、

試
験
本
番
に
向
け
て
日
々
勉
強
中
で

す
。時
期
的
に
は
試
験
勉
強
も
ラ
ス

ト
ス
パ
ー
ト
な
の
で
、暑
さ
に
も
ウ
イ

ル
ス
に
も
負
け
ず
、走
り
抜
け
ら
れ

る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

試
験
が
終
わ
っ
て
こ
の
騒
動
が
落

ち
着
い
て
い
た
ら
、涼
し
く
て
静
か
な

場
所
に
旅
行
に
行
っ
て
、の
ん
び
り
散

策
に
行
き
、温
泉
に
浸
か
っ
て
ゆ
っ
た

り
し
た
い
で
す
。

松
本
　
倫
幸

こ
こ
最
近
は
め
っ
き
り
暑
く
な
り
、

ビ
ー
ル
の
美
味
し
い
季
節
に
な
り
ま

し
た
。で
す
が
今
年
は
コ
ロ
ナ
の
関
係

も
あ
り
、外
食
も
自
粛
そ
の
他
夏
ら

し
い
事
は
全
て
自
粛
す
る
こ
と
に
な

り
そ
う
で
す
。

皆
様
は
、こ
の
夏
の
自
粛
期
間
を

如
何
様
に
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

私
自
身
は
コ
ロ
ナ
に
関
係
な
く
、

夏
の
時
期
は
税
理
士
試
験
の
関
係

上
、テ
レ
ビ
越
し
に
西
川
き
よ
し
の
天

神
祭
り
の
生
中
継
を
見
て
お
り
ま

し
た
が
、今
年
は
天
神
祭
り
も
中
止

で
、私
に
と
っ
て
の
夏
の
風
物
詩
は
、ス

イ
カ
と
窓
を
開
け
た
ら
や
た
ら
入
っ

て
く
る
虫
だ
け
に
な
り
ま
し
た
。

門
𦚰　
知
慶

初
め
ま
し
て
。7
月
よ
り
入
所
い

た
し
ま
し
た
茶
橋
綾
子
と
申
し
ま

す
。前

職
が
経
理
職
、そ
の
前
に
税
理

士
事
務
所
に
勤
め
て
い
ま
し
た
の
で
、

税
務
の
仕
事
に
携
わ
る
の
は
久
し
ぶ

り
に
な
り
ま
す
。

今
は
ま
だ
右
も
左
も
分
か
ら
な
い

状
態
な
の
で
、ま
ず
は
会
社
に
慣
れ

る
こ
と
、次
に
税
務
の
知
識
を
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
を
目
標
に
こ

れ
か
ら
精
進
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
の
関
係
で
前
よ
り
も
通
勤

時
間
の
電
車
に
人
が
少
な
い
と
い
う

こ
と
も
な
く
、な
か
な
か
の
混
み
具

合
で
す
の
で
出
勤
・
帰
宅
時
の
手
洗

い
、マ
ス
ク
着
用
、こ
ま
め
な
水
分
補

給
な
ど
体
調
管
理
に
も
気
を
付
け

て
い
き
た
い
で
す
。

茶
橋
　
綾
子

混
雑
し
た
電
車
や
店
頭
で
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、
マ
ス
ク
を
見

か
け
る
度
に
日
常
が
戻
っ
て
き
た

よ
う
な
気
が
し
て
ホ
ッ
と
し
て
い

ま
す
。

新
し
い
生
活
習
慣
を
守
っ
て
、

コ
ロ
ナ
が
終
息
し
た
折
に
は
、
友

人
と
お
喋
り
し
な
が
ら
、
ゆ
っ
く

り
食
事
を
楽
し
み
た
い
で
す
。

阪
口
　
絵
美

新
年
号
で
「
心
に
余
裕
を
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
確
定
申
告

後
、
注
意
力
が
散
漫
に
な
っ
て
い
た
の
か
、
人
生
初
の
骨
折
を
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
利
き
手
の
た
め
何
を
す
る
に
も
今
ま
で
と
は
違
い
、
関
与
先
様
に

も
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
申
告
が
終
わ
っ
て
い
た
こ
と
だ

け
は
不
幸
中
の
幸
い
で
し
た
。

固
定
し
て
い
た
箇
所
が
固
ま
っ
て
し
ま
い
、
現
在
リ
ハ
ビ
リ
中
で
す
。
元

に
戻
る
の
に
は
時
間
が
か
か
り
そ
う
で
す
が
、
両
手
を
使
え
る
こ
と
の
あ
り

が
た
み
を
改
め
て
感
じ
る
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
「
骨
折
」
は
家
の
中
で
も

案
外
身
近
な
よ
う
で
す
。
皆
様
も
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

増
田
紗
知
子

４
月
の
緊
急
事
態
宣
言
か
ら
、
時
差
出
勤
で
生
活
リ
ズ
ム
が
変
わ
り
、
朝

早
く
起
き
る
習
慣
が
つ
き
、
休
日
で
も
早
く
目
覚
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。マ

ス
ク
が
手
放
せ
な
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
続
け
て
い

る
と
マ
ス
ク
の
中
に
た
ま
っ
た
水
分
が
外
し
た
時
に
蒸
発
す
る
た
め
、
マ
ス

ク
着
用
し
て
い
な
い
時
よ
り
も
乾
燥
す
る
そ
う
で
す
。

こ
ま
め
な
水
分
補
給
を
し
て
熱
中
症
に
気
を
つ
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

澤
村
ま
ち
子

コロナ禍に負けず、がんばっています！！

夏期休暇の
お知らせ

8月12日（水）～
　　8月14日（金）


